旧約聖書の神義論―ヨブ記と詩篇の場合 by 本多 峰子 & Mineko HONDA











































































































































































1． 申命記的歴史観に沿った応報思想（詩編 1, 2, 5, 7, 11, 14, 15, 16, 19, 24, 34, 36, 37, 41, 45, 
50, 58, 64, 65（?）, 69, 75（?）, 91, 92, 95, 111, 112, 128, 135 編など）。［（?）のついた詩編におい
ては暗示されている程度］
2． 罪の自覚と赦しの嘆願（詩編 6, 19, 32, 38, 39, 40, 41, 51, 65, 95（?）, 130 編など）。
3．なぜ悪人が栄えるのか（詩編 2, 3, 52, 53, 55, 58, 62, 73, 94 編など）。
4． 神を信じる私たちが嘲られている。あるいは、苦しめられている。（詩編 10, 11, 12, 13, 14, 
22, 25, 31, 35, 36, 37, 40, 41, 42, 44, 56, 57,64, 69, 74, 79, 80, 83, 84, 86, 87, 94, 109, 115, 123, 
− 196 −
140, 141, 142, 143 編など）。
5． 敵から救ってください、敵を罰してください。信頼（詩編 3, 4, 5, 6, 7, 9, 10, 12, 13, 14, 16, 
17, 18, 20, 22, 25, 31, 35, 38, 40, 41, 42, 44, 64, 69, 74, 79, 80, 83, 86, 89, 94, 109, 115, 123, 140, 
142 編など）　。
6． 神への賛美（詩編 7, 89, 16, 19, 21, 22, 29, 30, 31, 47, 48, 56, 57, 63, 66, 67, 68, 71, 81, 84, 87, 
89, 92, 93, 95, 96, 97, 98，99, 100, 101, 103, 104, 105, 106, 107, 108, 111, 112, 113, 114, 117, 

















































































































4 4 4 4
なのでしょう。」（6:4）。
「いつまで
4 4 4 4
、主よ、わたしを忘れておられるのか。いつまで
4 4 4 4
、御顔をわたしから隠しておられ
るのか」（13:2）。「主よ、いつまで
4 4 4 4
見ておられるのですか。彼らの謀る破滅から、わたしの魂
を取り返してください」（35:17）。「神よ、刃向かう者はいつまで
4 4 4 4
嘲るのでしょうか」（74:10）。
「主よ、いつまで
4 4 4 4
続くのでしょう。あなたは永久に憤っておられるのでしょうか」（79:5）。「万
軍の神、主よ、あなたの民は祈っています。いつまで
4 4 4 4
怒りの煙をはき続けられるのですか」
（80:5）。「いつまで
4 4 4 4
、主よ、隠れておられるのですか。御怒りは永遠に火と燃え続けるのです
か」（89:47）。「主よ、帰って来てください。いつまで
4 4 4 4
捨てておかれるのですか。あなたの僕ら
を力づけてください」（90:13）。「主よ、逆らう者はいつまで
4 4 4 4
、逆らう者はいつまで

























































ハ / ヒブティーアハ（語根 BTH
4 4
）を見るだけでも、旧約聖書中の全用例中 45 例が詩編で用







































1　Cf. ウェーバー『古代ユダヤ教』（下）, p. 731.  「禍の神義論」とその適用については大貫隆『イエスという
経験』 （東京 : 岩波書店, 2003）, pp. 156-157 も参照。
2　Katharine Dell, ‘Get Wisdom, Get Insight’ : An Introduction to Israel’ s Wisdom Literature （London: 





のヨブ」（「人とその神」として知られている “Sumerian Job,”（“Man and His God,”）が、BCE1750 年頃
すでに存在していたと考えられている。「バビロニアのヨブ」（「我は知恵の主を賛美する」として知られ






苦難を被る。（Cf. Samuel E. Balentine, “Book of Job,” The New Interpreter’ s Dictionary of the Bible, vol. 
3 （Nashville: Abingdon Press, 2008）, pp. 319-323; James L. Crenshaw, “Book of Job,” The Anchor Bible 
Dictionary, vol. 3 （New York: Doubleday, 1992）, pp. 863-865.）  
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7　月本昭男『詩篇の思想と信仰 II』（東京：新教出版社, 2006）, p. 185.
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